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北 海 道 に分 布 す る爬 虫 類 と して は 、 こ れ まで に

ニ ホ ンカ ナ ヘ ビ71盈 ッ4ZO辮鷹 嬬 勿 伽0初02舵S,コ モ

チ カナヘ ビ乙硯6磁 加吻0㎎ ニ ホ ン トカ ゲEπ 耀06S

♂α添 伽 嬬 繊 ア オ ダ イ シ ョウE∠ 砂 舵6〃 辮α60助砺o,

シ マ ヘ ビEσ 鰯4万 加κg認α,ジ ム グ リEoo窩 力彪 〃認o,

ア カ ジム グ リEブ 砂0痂6α,ニ ホ ンマ ム シ・49ん㍑ 名040η

ろ∠o〃　阪湧 飴 ∠o〃2瓶湧 ガの8種 が 報 告 されてい る(Stejn・

eger,1907;Kuhneほ か1910;木 場 、1932;犬 飼 ほか 、

1972。 こ の ほ か ヒバ カ リ、4初ρ雇6s初 α加ろ盈 αガとシ

ロマ ダ ラD勿040ηo万6忽 召∠♂sの報 告 もあ る が(八 田 、

1909;lnukai&Mukasa,1943)記 録 そ の もの お よ

び 自然 公 布 か ど うか の 点 で疑 わ しい た め 、 こ こ で

は 除 外 した)。こ れ らの 記 載 ・研 究 の 多 くは 道 央 部

以 西 で 行 わ れ 、 これ に対 し東 部 に お け る爬 虫 類 の

生 息 状 況 そ の 他 の 調 査 は極 め て 不 十 分 で 、 ご く少

数かつ断片的な報告があるに過 ぎない(た とえば

木場、1932;lnukai&Mukasa,1943;大 石、1961)。

知床半島周辺(図1)は 貴重な野生生物の宝庫 とし

て知られ、近年総合調査 も行われたが(北 海道生

活環境部 自然保護課、1981)、爬虫類はその調査対

象 とはなっておらず、わずかにニホンカナヘビが

大石(1961)に よって報告されているのみである。

ここではこの地域の爬虫類相に関す る一資料を提

供する目的で、斜里町立知床博物館に収蔵されて

いる斜里 ・標津両郡産標本を紹介する。

なお本文をまとめるに当り、知床地域の生物お

よびその資料について御教示下 さった京都大学農

学部の吉村健次郎助教授、および博物館に貴重な

標本を寄贈 して下 さった皆様に厚 く感謝致 します。

図1.北 海 道 東 部 、 知 床 博 物 館 所 蔵 爬 虫 類 標 本 の 採 集 地 を 示 す 。

Fig.1.ThemapoftheeasternHokkaido,showingthesamplinglocalitiesofthespecimensofreptiles

depositedinShiretokoMuseum
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知 床 産 爬 虫類 目録

有 鱗…目Squamata

トカ ゲ 亜 目Lacertilia

カ ナ ヘ ビ科Lacertidae

ニ ホ ン カ ナ ヘ ビ7盈 圃zo初 粥 嬬 勿4zo辮 一

〇146s

トカ ゲ 科Scinkidae

ニ ホ ン トカ ゲEπ 初6068∠ α々 ∫6π云認κs

ヘ ビ亜 目Ophidia

ナ ミヘ ビ料Colubridae

ア オ ダ イ シ ョウE∠ 砂 加6〃 規06ρρ加 襯

シマ ヘ ビEg媚o物 吻g認o

ジム グ リE60η ψた〃認o

ク サ リヘ ビ科Viperidae

ニ ホ ンマ ム シ ・49燃 ケ0ゴ0η ろ∠0初伽挽'ガ

わ∠o励(励7

標 本 の 記 載

標 本 の う ちニ ホ ン トカ ゲ の 計 測値 を 表1に 、ヘ

ビ類 の 計 測 値 を 表2に 示 す 。な お 以 下 の 記 載 中、

色相 は70%エ チ ル ア ル コ ー ル 液 浸 状 態 の もの で あ

り、 また 鱗 板 の 名 称 は原 則 的 に 中 村 ・一卜二野(1963)

に従 う。

ニ ホ ン トカ ゲE〃 魏666∫ 如!2so読読πs

標 津 郡 標 津 町 川 北 温 泉 、3VR131663a,b,

VIII26、'79(図2-a) .

2個 体 と も に幼 体 で、1個 体 は雄 、 もう1個 体

も生 殖 腺 がや や 不 明 瞭 で は あ るが 雄 と思 わ れ る。

胴 部 に は黒 褐 色 の 地 に5本 の 青 白 色 の 縦 条 が は

し り、 こ の うち 正 中線 上 の1本(dorsalline)は 頭

頂 問板(interparietal)の 後 縁 で2分 し各 々左 右 の前

額 板(prefrontal)上 で 、 眼 上 板(supraoculars)の 外

側 縁 を は しる側 上 線(dorsolateralline)と 合 流 し吻

端 に 到 る。 こ れ らの さ らに 外 側 を は し る側 中 線

(lateralline)は そ け い部 よ り前 肢 基 部 上 方 、耳

孔 中央 、 上 唇 板(supralabials)下 縁 を経 て 吻 端 に到

る。 これ らの 縦 条 間 の 暗 色 部 は 尾 の 中央 よ りや や

後 方 寄 りに達 す る。 腹 面 は 四 肢 を含 め て 一一様 に青

灰 色 で あ る。

後 鼻板(postnasal)は1枚 、 胴 中央 部 の 体 鱗 は

26列 で あ る。

ア オ ダ イ シ ョウE∠01物66∠ 競 α6ρρ加 襯

斜 里 郡 斜 里 町 岩尾 別 、3VR163631、X1、
'83(図2 -b)

,同 町 カム イ ワ ッカ 、3VR166

634、VII22、'80.

雌 雄 の幼 体 各 一 個 体 。

と もにFukada(1956)の 斑 紋 型(blotchedtype)

で 、 淡 褐 色 の 地 に 背 中 に は黒 くふ ち ど られ た暗 色

斑 が 並 び 、 左 右 の体 側 に もや や 小 さな 暗 色 斑 列 が

見 られ る。 腹 面 は灰 色 で 暗 色 小 斑 が散 在 す る。

体 鱗 列 数 は23(頸 部)一23(胴 中央)一18な い

し17(肛 門 前)、 側 頭 板(temporals)数 は2+3+

4、 腹 板 お よび 尾 下 板 数 は雌 雄 各 々229と93、223

と102で あ る。

シマ ヘ ビEg襯 〃 ゴ漉碧読α

斜 果 郡 斜 里 町 文 光 町 、3VR161629、IX19、
'81(図2 -c) ,同 町 大 栄 、3VR162630、VI24
'83

、 同 町 文 光 町 、3VR164-632、X15、'83、

同 町 岩 尾 別 、3VR167-636、IX21、'81、 同 町

本 町 、3VR168637、IX6、'80、 斜 量 郡 、3V

R169-638、 採 集 年 月 日不 明 。

雌 雄 と もに 成 体 、 亜 成 体 、 幼 体 各1個 体 。

背 面 は淡 褐 色 で、 幼 体 で は褐 色 の横 斑 が 背 中 に

並 ぶ 。 こ の横 斑 は後 方 で は 薄 くな り、 尾 端 で は 消

先 して い る。 頸 部 背 面 に は2本 の 暗 褐 色 の 縦 縞 が

あ る。 頭 部 側 面 に は2本 の 暗 褐 色 の棒 状 斑 が 眼 後

域 ・頭 頂 域 か ら 口角 後 方 に か け て平 行 に は し り、

眼 前 縁 問 に も暗 褐 色 斑 が あ る。 吻 部 お よび 上 ・下

唇 板 に は細 か い 暗 色 斑 が散 在 し、 腹 面 は 灰 白色 で

あ る。 成 体 で は 眼 後 域 の棒 状 斑 を 除 く頭 ・胴 部 の

斑 紋 は 消 失 し、 胴 部 背 面 に4本 の 縦 条 が現 わ れ る。

亜 成体 の 体 色 は 幼 体 斑 の 消 失 と縦 条 の 出現 とい う

過 程 の 中間 段 階 を示 して い る。3VR16-8-637の

成 体 雄 は い わ ゆ る黒 化 型 で 、 灰 白色 の 頭 頸 部 腹 面

を 除 き全 身 黒 褐 色 で あ り、 背 面 を4本 の黒 色 縦 条

が は しって い る。

体 鱗 列 数 は2219-17、2119-17、 な い し21

-1715
、 側 頭 板 数 は2+2な い し2+3、 腹 板

数 お よび 尾 下 板 数 は 雄 で192～197と74～81、 雌 で

189～198と73～78で あ る。

ジム グ リEooηsカ た1〃認α

斜 里 郡 、3VR1611640、 採 集 年 月 日不 明

q渕2-d).

成 体 雌 。

背 面 は一 様 に褐 色 で 、 頭 部 お よび 頸 部 に は 本州

の もの に 比 べ て少 数 の 小 黒 斑 が あ る。 体 の 他 の 部

分 に は黒 斑 は見 られ な い 。 腹 面 は頭 部 お よび頸 部

前 方 で は淡 禮 色 で、 第3腹 板 の 中央 よ り一黒色 部 が
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表1.標 津 郡 で 採 集 さ れ た ニ ホ ン ト カ ゲ の 測 定 値(mm)と 鱗 板 数

Table1.Measurements(inmm)andscalecountsof.Eπ 耀66s♂ 読86磁'%s

collectedinShibetsu,easternHokkaido.

No, SexAgeSVLTai1*HL HWHLLScale**Mid-4thtoeSupra-Infra-

rowsdorsalssubdigitslabiaalslabials

3VRl3-lrnale

663-a

3VR!3-lPrnale

663-b

young47.083.510.07.1520.0

young32.549.57,75.2515.1

62

62

15

94

61

7!

8

8

7

7

・Bothofthespecimenshaveoriginaltailswithoutregeneratedportion・

**Conutedinthemiddleofthebody .

表2.斜 里 郡 で 採 集 さ れ た ヘ ビ 類 の 測 定 値(mm)と 鱗 板 数

Table2.Measurements(inmm)andscalecountsofthesnakescollectedin

Shari,easternHokkaido.

Species No, Sex SVLTailScale
rOWS*

Ventrals Sub-Supra-Infra-Temporals

caudalslabialslabials

Eo〃 〃zαco卿oγα3VR16-3

631

ditto 3VR16-6

634

rnale306,085.023

female320.083、523

Eg媚 〃 ゴ蹴go彪3VR16-1male246.059.519

ditto

629

3VR16-2

630

male430.0109。019

E,昭 認 〃酸9認 α3VR16-8rnale813.0213.517

637如 矯

Eg媚 〃勿左9α彪3VR16-4fernale214.553.Ol9

ditto

ditto

632

3VR16-9

638

3VRI6-7

636

fernale533.0142,019

female838.5209.019

Eooηs力比〃o如3VRI6-llfemale745.Ol60.021

Aム わ/0魏砒励7

ditto

640

3VR19-!

626

3VRI9-2

627

male586,097.521

female503.095.021

223

229

196

197

192

193

189

198

215

139

141

102

39

47

18

8

8

8

8

11

!!

9

Ol

2十3十4

2十3十4

2十2

2十2

819-8**10-9**2十3

37

87

77

46

74

64

8

8

8

7

7

7

O!

Ol

Ol

01

01

0!

2十2

2十3

2十3

!十2

1十3十4

1十3十5

*Countedatthemiddleofthebody

**right -1eft

後方に向けて拡が り、頸中央部以後では腹板全幅

にわた り黒色 となっている。尾下板は灰色で、左

右の縁は暗色を帯びている。

体鱗列数は23-21-19、 側頭板数は1+2、 腹板お

よび尾下板数は215と64で ある。胴後半部の背中周

辺の鱗には弱いキール(鱗 …の中央 を頭尾方向には

しる隆起)が 認め られる。

ニ ホ ン マ ム シ.49燃 ケ040η ろ.ろZO初 阪湧 ●ガ

斜 里 郡 斜 里 町 オ シ ン コ シ ン 、3VR19-1-626(図

2-e),X29,'83,同 オ シ ン コ シ ン 、3VR19-2-627

VIII9'83,・

雌雄成体。

背面の地色は淡褐色で、626では階円・形の暗褐色

紋が背中の両側 に一列ずっ並ぶ。これに対 し627で
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2.北 海 道 東 部 で 採 集 さ れ た 爬 虫 類

a:ニ ホ ン ト カ ゲ 、b=ア オ ダ イ シ ョ ウ 、

c:シ マ ヘ ビ 、dニ ジ ム グ リ、e:ニ ホ ン マ ム シ

ig.2.Thereptilescollectedintheeastern

Hokkaido.a:Eπ 〃2666s∠o'露6π 彪!πs.b二E∠ ψ 加

6〃〃刎6ρ帥o駕,c:E9π α6/ガo左9α!o,d二E60η 一

∫μo〃 認0,e:/19忽Sケ040アZろ.ろ ∠0〃2勿湧 弘

は 左 右 の 暗 褐 色 紋 は背 中上 で ゆ 合 し、環 状 の 暗 帯

を形 成 して い る。 腹 面 に は淡 褐 色 の 地 に黒 褐 色 の

斑 紋 が 多数 見 られ 、眼 の 後 方 に は顕 著 な暗 帯 が あ る。

体 鱗 に は 強 い キ ー ル が あ り、 鱗 列 数 は雌 雄 各 々

23-21-17、222119、 腹 板 数 お よび 尾 一.ド板 数

は141と46、139と47で あ る。

論 議

北 海 道 産 の シマ ヘ ビの 黒 化 型 はSlevin(1930)

やMaki(1931)も 報 告 して お り、その 出現 頻 度 は

比 較 的 高 い と思 わ れ る。 今 回 の 標 本 を含 む 日本 各

地 の シマ ヘ ビ の 腹 板 数 と尾 下 板 数 を表3に 示 す 。

これ らの デ ー タは 太 田 の 標 本 の もの にMaki口931),

Okada(1938)、 高良(1962)、 深 田(1979)の もの を

加 え た 。 これ らの 平 均 、 分 布範 囲 、 標 準 偏 差 を 図

示 す る と 図3の よ う に な る。

Slevin(1930)は 北 海 道 南 西 部 で採 集 され た 雄

4個 体 、 雌3個 体 の 腹 板 数 と尾 一ド板 数(腹 板 数 平
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表3.日 本 各 地 にお け る シ マヘ ビの 腹 板 数 と尾 下 板 数

Table3.ThenumberofventralsandsubcaudalsinE

昭 α〃 ガ加㎎α孟αfromeachdistrictofJapan声

district sexventralssubcaudals

nmeanSrangenmeanS「ange

Kvushumale62!1.32.87207-215493,00.7192-94

female10202.53.44197-2071085,62.0182-88

Shikokumale7208.92,53205-214689.72.7587-95

Kinki,Chubumale23204,54.47198-2162189.04.4681-97

female19199,23.30191-2051981.44.3774-89

Kanto

Tohoku

Shari

male13206,62,62201-211985,933580-90

female13204,83.33200-2111284.93.9781-95

一一一**22201 .7294197-2092286.22.8982-91

male3195.02.16192-197378.73,3074-81

female3193.33.68189-198376.02.!073-78

*SomeofthedataweretakenfromMaki(1931)
,Okada(193

8),Takara(1962)andFukada(1979)
**lnOkada(1938)

,sexualdataofthespecimensfromTohoku

WerenOtgiVen,,

均雄;200.7、 雌;194.3、 尾下板数平均雄;85.0、 雌;

77.0)が 、本州など他の地域のものより少ないこ

とを記 している。今回測定 した斜里産の標本の値

はそれによりさらに少さく、本州 ・四国 ・九州の

標本の値 より明らかに小さい。本種のこの形質は

日本列島全体で南西から北東の方向にクライン(

形質傾斜)を なしていることがFig.3か ら推定 さ

れる。他の3種 について もシマヘビよりさらに標

本数が少ないため断定的なことは言えないが、斜

里産の標本の腹 ・尾下板数は他の地域の ものに比

べて少ないように思われ、今後のより多くの標本

に基いた検討が待たれる。

木場(1932)は 知床に比較的近い阿寒湖周辺で

採集 した2標 本をアカジムグリEブ砂o痂侃 として

報告 している。 しか しなが ら腹面が一様に黄緑色

であるという従来のアカジムグ リの標徴に対 し、

同標本の腹板は顕部で淡黄色、それより後方では
'淡黒色を混ぜ る青色"で あることも記 している。

これらの色相は今回ジムグリと同定された斜里産

の標本のそれに近い。アカジムグ リの もう1つ の

標徴 として、背中周辺の体鱗にキールがない(ジ

ムグ リではキールがある)こ とが挙げられる。斜

墨産の標本の背中付近の体鱗には、京都府産のジ

図3.日 本 各 地 に お け る シ マ ヘ ビ の 腹 板 数(A)

と 尾 下 板 数(B)

平 均 値 、 標 準 偏 差 、 分 布 範 囲

m:雄 、f:雌

Fig.3.Means(horizontalbars),standarddevi-

ations(squres)andranges(verticalbars)

ofthenumbersofventrals(A)and

subcaudals(B)inEg襯 〃 ガ加讐o如from

eachdistrictsofJapan.mandfrep-

resentmaleandfemalerespectively.

ムグリの場合よりはるかに弱い もののキールが見

られ、これ らのことか ら木場(1932)の 標本が確

かにアカジムグ リであるかは疑わ しい。北海道に

アカジムグリ.が分布するかどうかは再確認する必

要があろう。

今回の検討で、上述の ような問題を含むアカジ
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ムグリと、コモチカナヘビを除 くすべての北海道産

爬虫類が知床周辺から報告 されたことになる。今

後 コモチカナヘビや、その分布域から北海道への分

布 も考えられるヨーロッパクサリヘビViperaberus

が発見される可能性 は残されてお り(疋 田、1982)、

本格的な爬虫類の生息状況の調査が待たれる。

引 用 文 献

Fukada,H.,1956.Biologicalstudiesonthesnakes.

III.ObservationsonhatchlingsofE∠6z!)1z66〃 〃26z一

α～カぬ0鰯,EZα 力乃660ηSμo〃 認α,α η6/翫 〃∠κ

寵加 肋7∠Bull.KyotoGakugeiUniv.,B,9:21

-29 .

深 田 祝 、1979.滋 賀 県 の 爬 虫 類.滋 賀 県 自 然 保 護

財 団 編 、 滋 賀 県 の 自 然(総 合 学 術 調 査 研 究 報 告)、

567-589.

八 田 三 郎 、1909.動 物 の 分 布 上 北 海 道 の 位 置 。 動

雑,22:85-89.

疋 田 努 、1982.日 本 と そ の 周 辺 地 域 の 両 生 爬 虫 類

相.哺 季し類 不斗学 、43・44二87-981.

北 海 道 生 活 環 境 部 自 然 保 護i課 編 、1981.知 床 半 島

自 然 生 態 系 総 合 調 査 報 告 書(動 物 篇).札 幌 市 、

200pp.

Inukai,T.undKozoMukasa,1943.UberReptilien

undAmphibienausdenSぴdkurien,besonders

UbsreineseltenefremdeSchlangeausderInsel

Schikotan.J.Fac.Sci.,HokkaidoImp.Univ.,

(VI),9:71-74.

犬 飼 哲 夫 ・太 田:嘉 四 夫 ・阿 部 永 ・小 林 恒 明 、1972.

陸 上 脊 椎 動 物 、 北 海 道 開 発 局 編 、 サ ロ ベ ツ 総 合

調 査 報 告 書VII生 物 部 門 、3-18.

木 場 一 夫 、1932.ア カ ヂ ム グ リOEZψ 加 刀 力o〃10π

Maki)北 海道 に 分 布 す.動 雑 、44:486488.

KUhne,V.・ 八 出 三 郎 ・橋 本 潤 一 郎 、1910.北 海

道 に 於 け る両 棲 類 及 び 爬 虫 類.動 雑,22:558-563。

Maki,M.,1931.Amonographofthesnakesof

Japan.Dai-ichiShobo,Tokyo.240P.+86pls.

中 村 健 児 ・上 野 俊 一 、1963.原 色 日本 両 生 爬 虫 類

図 鑑.保 育 社 、 大 阪 、214p.

Okada,Y.,1938.ReptilesoftheTδhoku-district,

thenorthernpartofHonsy負,Japan.SaitoHo-

onKaiMus.Res.Bull.,15:67-83十3pls.

大 石 実 、1961.知 床 半 島 の 動 物.帯 広 畜 産 大 学 知

床 半 島 学 術 調 査 団 編 ・知 床 一半島 学 術 調 査 団 報 告

第1報 、109113.

Slevin,JR.,1930.ContributiontoOrientalHer-

petologyIV.HokushuorYezo.Proc.Calif.Acad.

Sci.Ser.IV,19(10):105-108.

Stelneger,L.,1907.HerpetologyofJapanandadj-

acentterritory.Bull.U.SNat.Mus.,58:1-677.

高 良 鉄 夫 、1962.琉 球 列 島 に お け る 陸 棲 蛇 類 の 研

究.硫 球 大 学 農 家 政 工 学 部 学 術 報 告 、9:1-202、

pls.122.

NotesontheSpecimensofReptilesdepositedin

ShiretokoMuseum,Shari,EasternHokkaido,Japan.
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ABSTRACT:Thespecimensofreptiles,collectedaroundShiretoko,easternmostareaofHokkaido,

anddepositedinShiretokoMuseum,wereassignedtofivespecies-Eπ 耀06s∠ 碗s6π'認 πs,一E∠ψ 加o伽2α.

oψ 加zo,E.g鷹 〃 卿左gα彪,E.60η8ヵ た〃 α'召and/1g々 ガsケ04αη ∂.ろ∠oη漉(湧'∠Thecolorationsandscutellations

ofthesespecimensweredescribedanddiscussedbriefly.
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